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本
書
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
中
東
の
政
治
過
程
を
包
括
的
に
考
察
し

た
大
著
で
あ
る
。
そ
れ
は
域
内
政
治
及
び
域
外
大
国
と
の
関
係
を
、
中
東
全
域

に
わ
た
つ
て
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
論
述
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
中
東
現
代
史
の

一
つ
の
大
き
な
流
れ
を
か
な
り
鮮
明
に
描
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者

は
第
二
次
世
界
大
戦
を
挟
む
約
二
十
年
間
に
政
治
史
的
観
点
か
ら
光
を
当
て
、

こ
の
間
に
西
欧
諸
国
の
勢
力
が
中
東
及
び
北
ア
フ
リ
カ
地
域
か
ら
後
退
し
て
ゆ

く
過
程
を
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
従
つ
て
、
本
書
が
扱
う
時
期
は
、
こ
の
西
欧
勢
力
の
中
東
撤
退
の
過
程
を
説

明
す
る
こ
と
と
の
関
連
に
お
い
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
ま
ず
一
九
三

六
年
の
英
・
エ
ジ
プ
ト
同
盟
及
び
仏
・
シ
リ
ア
同
盟
の
成
立
か
ら
論
じ
始
め
る
。

こ
こ
に
、
従
来
中
東
諸
国
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
、
国
際
連
盟
の
委
任
統
治
体
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（
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六
）

制
の
解
体
の
発
端
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
一
九
五
四
年
の
ス

エ
ズ
地
帯
英
軍
撤
退
協
定
の
締
結
を
以
て
締
め
く
く
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
著
者
は
こ
の
時
期
に
関
す
る
彪
大
な
資
料
を
駆
使
し
て
、
通

史
を
書
く
こ
と
に
専
念
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
特
定
の
テ
ー
マ
に

基
づ
い
た
個
別
研
究
で
は
な
い
。
つ
ま
り
読
者
は
、
本
書
の
中
か
ら
、
各
自
の

問
題
関
心
に
合
つ
た
様
々
な
研
究
テ
ー
マ
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本

書
は
そ
の
よ
う
な
種
類
の
通
史
な
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
著
者
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
氏
は
、
↓
謹
9
ミ
G
り
鳴
鳳
ミ
。
籍
ミ
鳶
ミ
罫

矯蹄

覧
ミ
紀
や
↓
ミ
肉
ミ
ミ
晦
“
ミ
鳴
勲
さ
鳴
ミ
ミ
ミ
恥
閏
禽
妹
図
℃
鼠
心
貞
も
』
軋
の

著
書
で
知
ら
れ
た
、
米
国
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
歴
史
学
の
教
授
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
本
書
の
内
容
を
検
討
L
つ
つ
、
一
九
三
六
年

か
ら
一
九
五
四
年
に
か
け
て
の
西
欧
勢
力
の
中
東
撤
退
の
過
程
と
、
そ
れ
を
も

た
ら
し
た
要
因
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。
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（

　
西
欧
勢
力
の
中
東
地
域
か
ら
の
撤
退
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
に
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
従
来
当
地
に
お
い
て
英
仏
に

与
え
ら
れ
て
い
た
国
際
連
盟
の
委
任
統
治
権
が
縮
小
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
か

た
ち
に
お
い
て
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
二
年
、
イ
ラ
ク
王
国
は
イ
ギ

リ
ス
の
保
護
監
察
を
受
け
る
か
た
ち
で
あ
る
と
は
い
え
、
独
立
を
達
成
し
た
。

そ
れ
に
続
い
て
三
六
年
、
エ
ジ
プ
ト
は
イ
ギ
リ
ス
と
、
シ
リ
ア
は
フ
ラ
ソ
ス
と
、

国
内
の
民
族
独
立
運
動
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
盟
条
約
を
結

ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
約
に
よ
つ
て
英
仏
は
、
正
式
に
両
委
任
統
治
領



の
国
家
的
独
立
を
認
め
た
。
ま
た
英
仏
は
軍
事
面
に
お
い
て
、
軍
の
駐
留
継
続

及
び
戦
時
に
お
け
る
現
地
政
権
の
全
面
協
力
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、
駐
留
軍

の
部
分
的
撤
退
に
も
同
意
し
た
の
で
あ
つ
た
（
第
一
童
）
。
こ
こ
に
西
欧
勢
力
の

中
東
撤
退
の
第
一
段
階
が
見
出
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
英
仏
の
委
任
統
治
権
の
縮
小
を
も
た
ら
し
た
要
因
の
一
つ
は
、

確
か
に
、
現
地
で
高
ま
つ
た
民
族
独
立
運
動
へ
の
譲
歩
で
あ
つ
た
。
し
か
し
そ

の
外
に
も
う
一
つ
国
際
環
境
的
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
英
仏
が
一
九

三
〇
年
代
に
中
東
地
域
へ
及
ん
で
い
た
ド
イ
ッ
・
イ
タ
リ
ア
の
影
響
力
に
対
抗

す
る
た
め
に
、
現
地
の
政
権
に
対
し
て
、
次
々
と
独
立
付
与
の
約
束
を
せ
ざ
る

を
得
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
直
前
に
お
い
て
、

枢
軸
国
側
の
外
交
的
及
び
経
済
的
な
影
響
力
は
相
当
程
度
同
地
域
へ
浸
透
し
て

い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ド
イ
ッ
は
慎
重
な
宣
伝
活
動
に
よ
つ
て
、
親
ア
ラ
ブ

主
義
を
現
地
の
政
権
の
間
に
植
え
つ
け
た
。
当
時
中
東
各
国
は
、
英
仏
か
ら
か

な
り
の
自
治
権
を
獲
得
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
そ
れ
を
具
体
化
す
る
西

欧
的
議
会
主
義
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
こ
の
こ
と
が
、

中
東
世
界
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
憧
れ
を
一
層
助
長
し
た
。
従
つ
て

当
時
中
東
に
は
、
西
欧
的
議
会
主
義
に
対
す
る
幻
滅
が
広
範
に
蔓
延
し
て
い

た
。
そ
の
中
に
あ
つ
て
多
く
の
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
者
は
、
ナ
チ
ス
或
い
は
フ
ァ

シ
ス
ト
の
教
義
を
体
系
的
に
理
解
す
る
こ
と
な
く
、
全
体
主
義
国
の
持
つ
効
率

性
、
力
強
さ
、
自
信
等
に
対
し
て
漠
然
と
し
た
尊
崇
の
念
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
枢
軸
国
側
の
宣
伝
活
動
の
成
功

に
よ
つ
て
、
中
東
各
地
に
民
族
主
義
的
な
不
穏
状
態
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
（
第
二
章
）
。
英
仏
が
一
九
三
六
年
条
約
に
ょ
つ
て
、
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア

　
　
　
紹
介
と
批
秤

に
お
け
る
委
任
統
治
権
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
背
景
に
は
、
枢
軸
側
に

よ
つ
て
現
地
に
作
り
出
さ
れ
た
独
立
志
向
的
な
不
穏
状
態
に
対
処
し
よ
う
と
す

る
配
慮
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
前
の
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス

の
委
任
統
治
は
い
か
な
る
変
容
を
迫
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
パ
レ
ス

チ
ナ
で
は
、
急
増
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
入
植
に
反
対
す
る
ア
ラ
ブ
人
の
抵
抗
運
動

が
、
ア
ラ
ブ
高
等
委
員
会
の
指
導
の
下
に
強
め
ら
れ
た
（
第
一
章
）
。
イ
ギ
リ
ス

は
、
こ
う
し
た
ア
ラ
ブ
人
の
抗
議
運
動
の
激
発
を
憂
慮
し
て
、
一
九
三
六
年
と

三
八
年
に
調
査
委
員
会
を
組
織
し
、
現
地
調
査
を
行
な
つ
た
。
そ
の
結
果
提
出

さ
れ
た
ウ
ッ
ド
ヘ
ヅ
ド
報
告
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
二
つ
の
自
治
区
に
分
割
す

る
と
い
う
、
従
来
の
親
シ
オ
ニ
ズ
ム
的
な
構
想
を
拒
否
し
た
。
翌
三
九
年
、
イ

ギ
リ
ス
政
府
は
、
ロ
ン
ド
ン
円
卓
会
議
後
に
発
表
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に

関
す
る
「
白
書
」
の
中
で
、
十
年
以
内
に
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
を
建
設
す
る
意
向

を
示
し
た
。
こ
う
し
た
親
ア
ラ
ブ
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
態
度
に
衝
撃
を
受
け
て
、

ユ
ダ
ヤ
人
地
下
組
織
の
軍
隊
化
が
お
し
進
め
ら
れ
、
反
英
テ
・
が
頻
発
す
る
よ

う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
（
第
三
章
）
。
換
言
す
れ
ぽ
、
大
戦
直
前
の
パ
レ
ス
チ
ナ

に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
他
の
委
任
統
治
領
に
お
い
て
と
同
様
、
民
族
独
立
運

動
の
高
ま
り
に
直
面
し
て
、
委
任
統
治
権
を
縮
小
さ
せ
る
意
図
を
有
し
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
意
図
と
は
裏
腹
に
、
他
方
で
イ
ギ
リ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
を
保
証

す
る
伝
統
的
責
務
を
も
負
つ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
二
つ
の
要
請
を
矛
盾
な

く
両
立
さ
せ
る
方
法
を
、
容
易
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
従
つ
て
、

イ
ギ
リ
ス
は
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
、
英
仏
が
一
九
三
六
年
条
約
に
よ
つ
て
エ
ジ
プ

ト
、
シ
リ
ア
に
対
し
て
独
立
を
付
与
し
た
前
例
に
な
ら
う
こ
と
は
な
か
つ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
　
（
四
七
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

で
あ
る
。
と
同
時
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
す
で
に
大
戦
直
前
に

お
い
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
委
任
統
治
を
縮
小
さ
せ
る
方
向
で
、
そ
の
実

現
方
法
を
模
索
し
始
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
、
西
欧
勢
力
の
中
東
撤
退
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
お
い
て
ど
の
よ

う
に
進
行
し
た
か
を
検
討
し
よ
う
。
そ
れ
は
大
戦
前
に
す
で
に
開
始
さ
れ
た
委

任
統
治
権
の
縮
小
が
深
化
す
る
過
程
と
し
て
把
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
一

九
四
一
年
半
ば
の
イ
ギ
リ
ス
軍
・
自
由
フ
ラ
ン
ス
軍
合
同
に
よ
る
シ
リ
ア
・
レ

バ
ノ
ン
進
駐
と
そ
れ
に
続
い
て
行
な
わ
れ
た
現
地
政
権
に
対
す
る
完
全
独
立
の

付
与
で
あ
る
。
四
〇
年
半
ば
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
は
、
フ
ラ
ソ
ス
本
土
が
ド
イ
ツ

軍
に
よ
つ
て
占
領
さ
れ
る
と
同
時
に
、
親
独
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
管
轄
下
に
置
か

れ
た
。
そ
れ
以
後
現
地
に
お
け
る
枢
軸
国
側
の
宣
伝
活
動
が
強
化
さ
れ
、
シ
リ

ア
・
レ
バ
ノ
ン
の
民
族
主
義
者
は
親
枢
軸
寄
り
に
傾
斜
し
て
い
つ
た
。
更
に
翌

四
一
年
イ
ラ
ク
で
反
英
ク
ー
デ
タ
ー
が
発
生
す
る
と
、
シ
リ
ア
は
、
イ
ラ
ク
反

乱
軍
に
対
す
る
ド
イ
ッ
の
武
器
授
助
の
空
輸
中
継
点
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に
到

つ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
四
一
年
当
時
の
中
東
の
戦
況
は
、
北
ア
フ
リ
カ
戦
線
に

お
い
て
枢
軸
側
の
優
勢
が
続
い
た
（
第
五
章
）
。
イ
ギ
リ
ス
軍
・
自
由
フ
ラ
ン
ス

軍
合
同
に
よ
る
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
侵
攻
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、
枢
軸
側
の
勢

力
が
、
こ
の
よ
う
に
軍
政
両
面
で
深
く
同
地
域
へ
浸
透
し
て
い
る
状
況
に
お
い

て
で
あ
つ
た
。
侵
攻
前
夜
に
両
軍
は
、
別
個
に
で
は
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
、
今
回

の
軍
事
行
動
の
目
的
が
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
国
民
に
独
立
を
付
与
す
る
こ
と
に

あ
る
旨
の
宣
言
を
発
表
し
た
。
つ
ま
り
、
英
仏
は
現
地
の
民
族
主
義
者
に
独
立

の
言
質
を
与
え
る
か
た
ち
で
進
駐
を
正
当
化
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
こ

の
地
方
か
ら
枢
軸
国
の
影
響
力
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
（
第
六

九
八
　
　
（
四
七
八
）

章
）
。

　
以
上
の
よ
う
な
シ
リ
ア
．
と
ハ
ノ
ン
で
の
委
任
統
治
権
の
縮
小
過
程
は
、
中

東
の
戦
況
が
連
合
国
側
の
優
勢
に
転
換
し
た
一
九
四
二
年
末
以
来
、
一
層
早
め

ら
れ
た
（
一
九
四
一
年
後
半
か
ら
四
二
年
を
通
じ
て
の
北
ア
フ
リ
ヵ
戦
線
に
つ
い
て
は
、

第
七
章
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
。
四
一
年
半
ば
の
進
駐
以
後
、
英
仏
は
こ
れ

ら
二
国
に
対
す
る
独
立
付
与
の
仕
方
を
め
ぐ
つ
て
対
立
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、

終
戦
ま
で
は
半
独
立
の
状
態
で
委
任
統
治
を
続
け
、
そ
の
間
に
自
国
の
既
得
権

の
存
続
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
こ
れ
に

対
し
イ
ギ
リ
ス
は
即
時
に
完
全
独
立
と
憲
政
施
行
を
認
め
る
こ
と
を
主
張
し
、

軍
事
的
牽
制
行
動
に
よ
つ
て
フ
ラ
ン
ス
の
意
図
を
完
全
に
阻
止
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
四
五
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
勢
力
は
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ソ
か
ら

完
全
に
撤
退
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
第
八
章
）
。
そ
の
結
果

フ
ラ
ン
ス
の
中
東
撤
退
は
、
北
ア
フ
リ
カ
の
一
部
を
除
い
て
大
戦
終
結
ま
で
に

完
了
し
た
。
こ
こ
に
西
欧
勢
力
の
中
東
撤
退
の
第
二
段
階
が
見
出
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
そ
こ
で
以
下
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
イ
ギ
リ
ス
が
い
か
に
し
て
最
終
的
に

中
東
か
ら
撤
退
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
ま
ず
バ
レ
ス
チ
ナ
で
イ
ギ
リ
ス

は
、
大
戦
直
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
つ
た
委
任
統
治
縮
小
を
具
体
化
し
よ
う
と
し

た
。
一
九
四
五
年
末
、
英
米
に
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
問
題
を
調
査
す
る
た
め
に
合
同

委
員
会
を
組
織
し
、
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。
更
に
翌
年
英
米
の
特
別
委
員
会

は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
分
割
案
を
退
け
、
ユ
ダ
ヤ
、
ア
ラ
ブ
ニ
州
か
ら
成
る
信
託
統
治

領
案
ー
モ
リ
ソ
ン
・
グ
ラ
デ
ィ
案
ー
を
英
米
両
政
府
に
勧
告
し
た
。
し
か

し
米
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
は
こ
の
提
案
に
強
く
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同



年
末
、
イ
ギ
リ
ス
は
・
ソ
ド
ン
に
ユ
ダ
ヤ
、
ア
ラ
ブ
双
方
の
代
表
を
呼
び
》
モ

リ
ソ
ン
・
グ
ラ
デ
ィ
案
を
受
け
入
れ
る
よ
う
説
得
に
努
力
し
た
が
、
失
敗
に
終

わ
つ
た
（
第
＋
一
章
）
。
続
い
て
四
七
年
初
め
イ
ギ
リ
ス
外
相
ベ
ビ
ン
は
、
モ
リ

ソ
ン
・
グ
ラ
デ
ィ
案
に
修
正
を
加
え
、
統
治
期
間
を
五
年
に
限
定
し
た
修
正
案

を
国
連
へ
持
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
国
連
内
に
組
織
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
す

る
特
別
委
員
会
は
、
同
年
夏
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
信
託
統
治
案
を
退
け
パ
レ
ス

チ
ナ
分
割
案
を
支
持
す
る
報
告
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年
秋
の
総

会
に
お
い
て
、
分
割
案
は
、
米
ソ
の
支
持
を
得
、
賛
成
三
三
票
対
反
対
ニ
ニ
票

で
可
決
さ
れ
る
に
到
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
戦
後
イ
ギ
リ
ス
は
、
信
託
統
治
領
と

い
う
か
た
ち
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
者
に
対
す
る
保
証
と
委
任
統
治
権
の
縮
小
と

を
両
立
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
が
、
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
は

不
本
意
な
が
ら
国
連
決
議
に
従
い
、
四
七
年
末
か
ら
四
八
年
前
半
に
か
け
て
、

パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
軍
事
・
民
間
両
面
に
お
け
る
全
面
撤
退
を
実
施
し
た
（
第
＋
二

章
）
。
こ
こ
に
西
欧
勢
力
の
中
東
撤
退
の
第
三
段
階
が
見
出
さ
れ
る
。
　
こ
う
し

た
イ
ギ
リ
ス
の
パ
レ
ス
チ
ナ
撤
退
を
も
た
ら
し
た
要
因
の
一
つ
は
、
現
地
の
民

族
独
立
運
動
の
高
ま
り
に
対
応
し
て
委
任
統
治
権
を
縮
小
さ
せ
よ
う
と
し
た

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
直
前
か
ら
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
の
中
東

政
策
の
中
に
見
ら
れ
た
方
針
で
あ
つ
た
。
と
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
全
面
的
撤

退
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
国
際
環
境
的
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
本
来
イ
ギ
リ
ス
は
独
立
の
準
備
段
階
と
し
て
、
更
に
五
年
間
の
信
託
統

治
を
行
な
う
意
図
を
持
つ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
四
八
年
前

半
ま
で
に
全
面
撤
退
を
強
い
ら
れ
た
の
は
、
四
七
年
秋
に
ア
メ
リ
カ
及
び
ソ
連

圏
の
賛
成
に
よ
つ
て
、
国
連
に
お
け
る
。
ハ
レ
ス
チ
ナ
分
割
決
議
が
成
立
し
た
か

　
　
　
紹
介
と
批
評

ら
で
あ
る
ひ
ご
分
決
議
に
当
た
つ
て
ヤ
ア
メ
リ
カ
は
国
府
の
ユ
ダ
ヤ
人
対
策
0

必
要
か
ら
親
シ
オ
ニ
ズ
ム
的
態
度
を
取
り
、
ま
た
ソ
連
は
中
東
か
ら
イ
ギ
リ
ス

の
影
響
力
を
払
拭
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
ソ
連
の
中
東
進
出
に
つ
い
て
は
第
九

章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
。

　
そ
れ
で
は
最
後
に
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
が
。
ハ
レ
ス
チ
ナ
以
外
の
中
東
地
域
か
ら

撤
退
す
る
過
程
を
検
討
し
よ
う
。
大
戦
後
、
中
東
に
イ
ギ
リ
ス
が
留
め
置
く
こ

と
が
で
き
る
軍
事
力
は
、
著
し
く
減
少
し
た
。
そ
こ
で
労
働
党
新
内
閣
は
、
非

軍
事
的
な
方
法
で
同
地
域
に
お
け
る
自
国
の
影
響
力
を
維
持
し
よ
う
と
試
み

た
。
そ
の
一
つ
は
、
ア
ラ
ブ
連
盟
の
促
進
を
通
し
て
域
内
各
国
の
汎
ア
ラ
ブ
主

義
的
要
求
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
親
英
的
な
勢
力
圏
を
新
た
に
構

築
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
「
中
東
局
」
を
カ
イ
・
に
設
置

し
て
、
中
東
諸
国
と
の
相
互
協
力
・
社
会
経
済
的
福
祉
の
充
実
を
目
指
し
た
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
は
こ
の
新
政
策
に
沿
つ
て
、
英
駐
留
軍
の
早
期
全

面
撤
退
を
主
張
す
る
イ
ラ
ク
と
エ
ジ
プ
ト
の
条
約
改
正
要
求
を
受
け
入
れ
、
一

九
四
六
年
か
ら
エ
ジ
プ
ト
と
、
四
七
年
か
ら
イ
ラ
ク
と
そ
れ
ぞ
れ
条
約
改
正
交

渉
に
入
つ
た
。
そ
し
て
翌
四
八
年
初
め
、
イ
ギ
リ
ス
は
イ
ラ
ク
と
の
新
同
盟
条

約
の
中
で
、
従
来
の
英
空
軍
基
地
を
平
時
に
お
い
て
イ
ラ
ク
の
管
理
下
へ
返
還

す
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
（
第
＋
章
）
。
他
方
エ
ジ
プ
ト
と
の
交
渉
は
、
イ

ギ
リ
ス
が
依
然
と
し
て
ス
エ
ズ
地
帯
の
戦
略
的
重
要
性
を
重
視
L
続
け
た
た
め

に
、
難
行
し
た
。
一
九
五
一
年
局
面
を
打
開
す
る
た
め
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、

「
連
合
中
東
司
令
部
」
構
想
を
打
ち
出
し
、
ス
エ
ズ
地
帯
の
英
軍
基
地
を
多
国

間
で
共
同
管
理
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
し
か
L
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
こ
の
呼
び

か
け
に
応
じ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
五
二
年
、
自
由
将
校
団
に
よ
る
ク
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（
四
七
九
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

ー
デ
タ
ー
に
よ
つ
て
、
ナ
ギ
ブ
政
権
が
誕
生
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
兵

力
撤
退
要
求
は
一
層
強
ま
つ
た
。
そ
こ
で
英
保
守
党
政
府
は
、
一
九
五
四
年
ス

エ
ズ
地
帯
英
軍
撤
退
協
定
を
結
び
、
有
事
駐
留
を
条
件
と
し
て
、
全
兵
力
を
撤

退
さ
せ
る
こ
と
に
同
意
し
た
の
で
あ
る
（
第
＋
四
章
）
。
こ
れ
が
西
欧
勢
力
の
中

東
撤
退
の
第
四
段
階
で
あ
る
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ラ
ク
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の

最
終
的
撤
退
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
三
つ
あ
る
。
第
一
に
、
第
二
次
世
界
大
戦

後
イ
ギ
リ
ス
の
中
東
政
策
が
非
軍
事
的
手
段
に
よ
る
勢
力
扶
植
へ
と
転
換
し
た

こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
国
際
環
境
的
要
因
と
し
て
、
核
戦
略
の
発
達
が
ス
エ
ズ

地
帯
の
西
側
陣
営
に
と
つ
て
の
戦
略
的
重
要
性
を
相
対
的
に
低
下
さ
せ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
三
に
同
じ
く
国
際
環
境
的
要
因
と
し
て
、
冷
戦
状
況
下
で
、

エ
ジ
プ
ト
の
親
ソ
化
を
食
い
止
め
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
が
、
一
九
五
三
年
前

半
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
対
し
て
エ
ジ
プ
ト
の
英
軍
撤
退
要
求
に
早
く
応
じ

る
よ
う
に
促
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
分
析
を
通
し
て
、
著
者
は
、
次
の
二
つ
の
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
、

ま
ず
初
め
に
、
西
欧
勢
力
の
中
東
撤
退
は
四
つ
の
段
階
を
経
て
行
な
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
段
階
は
一
九
三
六
年
の
英
・
エ
ジ
プ
ト
同

盟
条
約
及
び
仏
・
シ
リ
ア
同
盟
条
約
の
締
結
で
あ
り
、
第
二
段
階
は
四
一
年
の

イ
ギ
リ
ス
軍
・
自
由
フ
ラ
ン
ス
軍
合
同
に
よ
る
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
進
駐
と
そ

れ
に
続
く
完
全
独
立
付
与
で
あ
り
、
第
三
段
階
は
四
七
年
か
ら
四
八
年
に
か
け

て
の
イ
ギ
リ
ス
の
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
の
全
面
撤
退
で
あ
り
、
第
四
段
階
は
五
四

年
の
ス
エ
ズ
地
帯
英
軍
撤
退
協
定
の
締
結
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
よ
う
な
西
欧

勢
力
の
中
東
撤
退
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
、
「
民
族
的
不
穏
状
態
の
圧
力
に
劣

ら
ず
外
的
環
境
の
圧
力
で
あ
つ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
（
四
八
O
）

れ
は
委
任
統
治
領
内
部
の
問
題
と
国
際
環
境
の
圧
力
と
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
撤
退
の
第
一
、
第
二
段
階
に
お
い
て
英
仏
が
自
ら
の
委
任
統
治

権
を
縮
小
し
た
の
は
、
民
族
独
立
運
動
の
高
ま
り
に
対
す
る
譲
歩
で
あ
る
と
同

時
に
、
中
東
各
地
で
民
族
主
義
者
の
独
立
志
向
性
を
扇
動
し
た
枢
軸
国
の
影
響

力
に
対
抗
す
る
た
め
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
第
二
段
階
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
国

際
環
境
的
要
因
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
シ
リ
ア
・
レ
バ
ノ
ン
か
ら
フ
ラ
ソ
ス
の
影
響

力
を
払
拭
し
よ
う
と
し
て
、
独
立
付
与
に
関
し
て
積
極
的
態
度
を
取
つ
た
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
第
三
段
階
の
撤
退
に
お
い
て
も
、
民
族
独
立
運
動
に
対
す
る
譲

歩
が
見
ら
れ
る
と
同
時
に
、
国
際
環
境
的
要
因
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
信
託

統
治
に
反
対
す
る
米
ソ
の
圧
力
が
あ
つ
た
。
更
に
第
四
段
階
の
最
終
的
撤
退

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
新
し
い
中
東
政
策
に
沿
つ
て
行
な
わ

れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
他
面
で
、
核
戦
略
の
発
達
、
及
び
エ
ジ
プ
ト
の
親
ソ
化

を
懸
念
す
る
ア
メ
リ
ヵ
の
圧
力
と
い
う
国
際
環
境
的
要
因
に
よ
つ
て
も
規
定
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
最
後
に
、
本
書
の
も
つ
意
義
と
問
題
点
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
（

　
本
書
の
第
一
の
意
義
は
、
西
欧
勢
力
英
仏
が
第
二
次
世
界
大
戦
を
挟
む
十
八

年
間
に
、
中
東
及
び
北
ア
フ
リ
カ
地
域
か
ら
撤
退
し
て
ゆ
く
過
程
を
、
段
階
を

追
つ
て
体
系
的
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
従
来
こ
の
時
期
の
英
仏
の

委
任
統
治
を
扱
つ
た
個
別
研
究
は
あ
る
が
、
西
欧
勢
力
の
中
東
撤
退
を
中
東
現

代
史
の
一
つ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
把
握
す
る
通
史
の
試
み
は
必
ず
し
も
十
分

で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
本
書
の
も
つ
も
う
一
つ
の
意
義
は
、
そ
の
よ
う



な
勢
力
撤
退
を
も
た
ら
し
た
要
因
を
、
広
範
な
国
際
関
係
の
枠
組
の
中
で
考
察

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
著
者
は
、
撤
退
要
因
を
単
に
現
地
の
民
族
独
立

運
動
の
圧
力
に
の
み
見
出
す
の
で
は
な
く
、
「
外
的
環
境
の
圧
力
」
す
な
わ
ち
現

地
に
お
い
て
英
仏
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
そ
の
中
に
は
英
仏
関
係
も
含
ま
れ
る

の
圧
力
が
ど
の
よ
う
に
撤
退
を
促
進
さ
せ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
反
面
で
、
本
書
が
次
の
三
つ
の
問
題
点
を

含
ん
で
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
第
一
に
、
本
書
は
西
欧
勢
力
の
中
東
撤

退
の
国
際
環
境
的
要
因
を
解
明
す
る
上
で
優
れ
て
い
る
反
面
、
委
任
統
治
領
の

内
部
状
況
の
解
明
が
不
十
分
で
あ
る
。
従
つ
て
著
者
は
撤
退
要
因
と
し
て
民
族

独
立
運
動
に
対
す
る
譲
歩
に
言
及
し
な
が
ら
も
、
中
東
各
地
域
の
民
族
独
立
運

動
が
撤
退
過
程
肇
．
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
、
十
分
な
分
析
を
行

な
つ
て
い
な
い
。
英
仏
の
委
任
統
治
当
局
は
現
地
の
民
族
独
立
運
動
の
実
態
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
内
政
分
析
は
英
仏
本
国

政
府
の
撤
退
決
定
に
際
し
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
力
を
持
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
書
で
は
、
こ
の
問
題
が
ほ
と
ん
ど
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
に
、
各
段
階
に
お
け
る
撤
退
に
際
し
て
作
用
し
た
、
委
任
統
治
領
の
内
部
的

要
因
と
国
際
環
境
的
要
因
の
間
の
相
互
関
連
性
が
極
め
て
不
明
確
な
ま
ま
に
置

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
の
問
題
は
、
第
一
、
第
二
段
階
の
撤
退
の
国
際

環
境
的
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
枢
軸
国
の
影
響
力
に
対
抗
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
確
か
に
枢
軸
国
が
域
外
勢
力
で
あ
る
と
い
う
意

味
で
は
、
国
際
環
境
的
要
因
の
中
に
範
疇
化
さ
れ
得
る
。
し
か
し
第
三
、
第
四

段
階
の
国
際
環
境
的
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
撤
退
延
期
に
反
対
す
る
米
ソ
の

　
　
　
紹
介
と
批
評

圧
力
と
は
、
異
質
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
枢
軸
国
の
イ
デ
オ
・

ギ
ー
的
影
響
力
は
、
即
英
仏
の
委
任
統
治
権
の
縮
小
を
促
進
し
た
の
で
は
な
く
、

委
任
統
治
領
内
の
民
族
主
義
運
動
の
独
立
志
向
性
を
一
層
増
幅
さ
せ
、
英
仏
の

そ
れ
へ
の
早
急
な
対
応
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
そ
れ
を
促
進
し
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
要
因
は
、
委
任
統
治
領
の
内
部
的
要
因
と

深
く
交
差
し
た
国
際
環
境
的
要
因
で
あ
り
、
第
三
、
第
四
段
階
の
純
粋
な
国
際

環
境
的
要
因
と
同
列
に
並
べ
て
論
じ
る
こ
と
は
誤
解
を
招
き
や
す
い
。
こ
の
点

に
著
者
の
撤
退
要
因
の
捉
え
方
の
不
充
分
さ
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
三

に
、
本
書
は
西
欧
勢
力
の
中
東
撤
退
過
程
を
よ
く
描
き
出
し
て
は
い
る
が
、
そ

の
西
欧
撤
退
が
作
り
出
し
た
政
治
的
真
空
地
帯
へ
新
た
に
米
ソ
が
進
入
し
て
く

る
過
程
に
関
し
て
は
、
十
分
な
分
析
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
第
二
次
大
戦
後
半
以
降
戦
後
を
通
じ
て
冷
戦
が
中
東
へ
波
及
す
る

に
伴
な
つ
て
、
米
ソ
が
ど
の
よ
う
な
勢
力
圏
を
中
東
に
お
い
て
構
成
し
た
か
と

い
う
こ
と
が
考
察
の
対
象
に
な
つ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
本
書
の
主
題
が
西
欧

勢
力
の
中
東
撤
退
そ
の
も
の
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
や
む
を
得
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
、
米
ソ
の
中
東
進
出

を
中
東
現
代
史
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
描
き
出
す
作
業
が
残
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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